








■従来品との比較

加振器

ST制振アンカー

KE-40
（従来品）

■振動絶縁性能
【評価方法】
振動絶縁性能(振動の伝わりにくさ)について
図1のように加振器で振動を発生させ、入力
側振動(自動ドア枠を想定)が防振ゴムと鉄部
材を介して、伝わった振動を出力側振動(建
物躯体を想定)として計測しました。

【評価結果】
●同じ入力振動に対して、出力側(建物躯体
　想定)に伝わった振動の大きさと周波数の
　関係を図2に示します。
●ST制振アンカーは従来品(KE-40)に対し、
　100～300Hz付近(点線○部)  で振動絶縁
　性に優れており、500Hzまでの周波数領域
　で同等以上の振動絶縁性を持つことが確認
　できました。
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出力側のパワースペクトルの比較

防振された定盤

加速度計（出力側：建物躯体側）
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■ゴムの耐久性（疲労特性）
【評価方法】
ゴム部の耐久性について、疲労試験を実施しました。図3にKE-40を含むカタログ品の疲労寿命曲線を示
します。寿命曲線は、横軸がゴム高さに対するひずみ率を示しており、縦軸は繰り返し回数(寿命)を示し
ています。ゴム高さの40%の変形については、100万回の寿命となります。
今回は、ST制振アンカーについて、ゴム高さの
40%の変形を繰り返し与える疲労試験を実施し
ました。

【評価結果】
●ST制振アンカーについて、ゴム高さの40%に
　相当する変位(0～6.2mm)を100万回与えても
　ゴム部に亀裂が生じないことを確認しました。
　疲労特性もKE-40と同等以上の性能を有すると
　考えます。
●実際の施工状態での変位量は、約2mm（ゴム
　の高さの13％）と想定しています。
　したがって、右図より疲労試験を6,000万回実
　施しても亀裂が生じないと考えます。

図3

X

H

歪み率（%）＝X／H

0　　　 10　　  20　　　30　　  40　　　50　　　60
ひずみ率（%）

繰
り
返
し
数（
cy
cl
e）

1.0E+09

1.0E+08

1.0E+07
(1000万)

1.0E+06
(100万)

1.0E+05

6.2

15.4

0

1000

2000

3000

4000

5000

0 10 20 30 40 50

Lo
ad
 P
(N
) 面圧2N/mm2

ドア枠質量40kg
の10倍

5 kNまで負荷をかけ
破断せず

Deflectionδ(mm) 

防振ゴムの強度試験(接着強度の確認)

図4

●この確認試験では、接着強度の目安である面
　圧 2N /m㎡に相当する荷重3000Nでも破壊
　せず、防振ゴムの許容荷重（400N）の10倍
　以上の荷重を付加しても、破壊しないことを
　確認しています（図4）。

■ゴムと金物の接着強度
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